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生命を守るための備え

効率的な備蓄方法
ローリングストック法

　非常食は、最低３日分の確保が必要と
いわれていますが、消費期限があるため、
購入と廃棄を繰り返すことが多くなりが
ちです。
　そこでおすすめなのが、「ローリング
ストック法」です。日にちを決めて、定
期的にレトルト食品などを消費し、その
分をあらためて補充する方法です。

６月は土砂災害防止月間

問合せ　危機管理課☎ 33-4112

　防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

　災
害
発
生
時
に
は
、
防
災
関
係
機
関
の
職
員
も

被
災
し
、
直
ち
に
対
処
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、市
民
一
人
一
人
が
、

「
自
分
の
住
む
地
域
は
自
分
で
守
る
」
と
の
当
事
者

意
識
を
持
ち
、
災
害
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
災

害
予
防
・
災
害
応
急
措
置
な
ど
防
災
意
識
を
持
つ

こ
と
が
重
要
で
す
。

　ま
た
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
地
域
が
ど

の
よ
う
な
災
害
リ
ス
ク
を
有
し
て
い
る
か
を
認
識

し
、
自
主
防
災
組
織
や
町
内
会
な
ど
で
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
か

ら
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

※
日
頃
か
ら
地
域
で
の
四
季
の
行
事
や
活
動
な
ど

を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
協

力
し
あ
う
関
係
を
築
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　梅
雨
入
り
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
崩
れ

な
ど
の
災
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　災
害
時
に
は
「
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
」
が
大
原
則
で
す
。「
い
ざ
」
と

い
う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　事
前
の
備
え
が
生
命
を
守
る
カ
ギ

大
雨
・
洪
水
な
ど
の
警
報
や
防
災
情
報
に
注
意

　梅
雨
期
や
台
風
が
接
近
し
て
い
る
時
な
ど
は
、
大

雨
・
洪
水
警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
河
川
水
位

情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
こ

ま
め
に
防
災
情
報
を
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

　市
の
緊
急
情
報
配
信
メ
ー
ル
な
ど
を
ぜ
ひ
、
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

　避
難
場
所
と
避
難
経
路
の
確
認

　地
域
の
避
難
所
や
安
全
な
避
難
経
路
を
確
認
し
、

家
族
の
集
合
場
所
や
安
否
確
認
の
方
法
も
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　備
蓄
品（
非
常
持
出
品
）の

　準
備
を
し
ま
し
ょ
う

　災
害
直
後
か
ら
の
混
乱
が
治
ま
る
ま
で
の
数
日

間
、
生
活
す
る
た
め
に
は
備
蓄
品
や
非
常
持
出
品
の

準
備
が
必
要
で
す
。
非
常
持
出
品
に
つ
い
て
は
、
必

要
な
も
の
や
量
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、
個

人
に
合
わ
せ
た
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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▼市ホームページ
http://www.city.yatsushiro.lg.jp/
①防災サイトを選択

▼防災行政無線
　再度、放送内容を確認する場合は「防
災行政無線電話応答サービス」をご利用
ください。
フリーダイヤル　0800-200-3348
※本庁放送分のみの対応です。

▼広報車両
　市や消防署の広報車両で注意を呼びか
けます。
例：「台風が接近しています。
　　　　　　　　○○○○してください」

▼緊急情報配信　
　メールサービス

①携帯電話やスマートフォン・パソコン
　からメールアドレスを入力し空メール
　を送る。
　alreg@ns2.yatsushiro.org
②仮登録のお知らせ　
　→　http://・・・を選択しアクセス
③登録完了のお知らせ
　→ http://・・・を選択しアクセス
④ 配信サービスの情報（火災・地震・気象・
　  台風等）にチェックを入れて設定を選択

※インターネットからのメールを受信拒
　否していると、メールが届きません。

　alert@ns2.yatsushiro.org
を受信可能な状態に設定してください。

▼ＲＫＫ（３チャンネル）
デタポン

テレビのリモコン操作で、
①データ放送 d ボタンを押す
②デタポンを選択
③青ボタンを押して八代市を選択
④防災情報を選択

森崎正勝さん（東陽町） 古田順子さん（鏡町）
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宝
く
じ
助
成
事
業
を
活
用

防
災
情
報
の
収
集
方
法

　私は女性消防隊に所属して
いるので、勉強になることが
多くあります。災害はいつ発
　　生するかわからないので、
　　　　ニュースなどで情報
　　　　　　が発信されたと
　　　　　　きは、正しい判
　　　　　断ができるように
　　自分自身が落ち着き、ま
ず、家族を安心させることを
一番に考えています。
　また、家の中で一番安全な
場所を家族全員で確認し合っ
ています。

　私の自宅は裏山に面してい
るため、土砂災害には十分気
をつけています。
　雨が降り続いているとき
は、「いざ」という
ときに備えて、
被害が少なくなる
ように家の周りを確認
するようにしています。
　また、スムーズに避難でき
るように、玄関の近くに貴重
品をまとめておくなどの準備
を心がけています。

私の防災術

ＱＲコードから登録




